
◆病院薬剤師を選んだ理由・病院薬剤師の魅力 

病院では患者さんの疾患を総合的にみることができるため、薬だけではない、幅広い

医療知識を身につけることができます。カルテで治療方針や経過を確認したり、医師

や看護師、ソーシャルワーカーさんから直接情報を得ることができ、一方で薬の専門

家として、他職種の方に情報提供を行い、チームで治療に携わることができるため魅

力に感じました。また、病院では保険薬局で取り扱うことが少ないハイリスク薬や注

射薬に触れる機会も多く、薬についての知識を一層深めることができることも病院薬

剤師を志望した理由の一つです。 

 

◆当院の志望動機 

私の場合は地元就職となりますが、市立御前崎総合病院は地域に密着した、御前崎市

の住民に必要な病院です。急性期から終末期医療まで、そして在宅医療、介護に至る

まで、退院後の生活も考えて、親身になって患者さんと関わることができます。また、

病院見学に訪れた際は、多職種の関わりが強く、スタッフ全員で患者さんのために働

いている姿勢に感動しました。「思いやりのある暖かな医療と信頼される質の高い医

療を提供し、保健と福祉の増進に尽くす」という当院の基本理念に共感し、患者さん

のために働いていきたいと思っています。 

 

◆入職してからの仕事の変化・現在の仕事内容 

1年目前半は先輩から業務を学び、主に調剤室の業務を行いました。調剤、監査、外

来院内処方の投薬、IVHや生物学的製剤、抗癌剤の混注、注射剤の払い出し、DIニュ

ースの作成等を行いました。1年目後半からは病棟業務を教わり、2年目は内科病棟

の担当となり病棟業務を実施しています。病棟業務は、患者背景や持参薬の確認、医

師への処方提案、他職種への情報提供、服薬指導、薬による作用・副作用の確認、入

退院時の保険薬局との連携等を行っています。また、2 年目から NST・褥瘡対策委

員会、化学療法委員会に属し、活動しています。 

 

◆今後の目標 

現在、内科病棟を担当しており、消化器疾患や循環器疾患、リウマチ性疾患の患者さ

んが多く入院するため、さらに知識を深め、貢献できるようになりたいです。また、

NST・褥瘡対策委員会に所属しているため、輸液や経管栄養など、栄養面からも深く

関われるようになりたいです。化学療法委員会にも所属しているため、がん治療にお

いて、レジメン管理、投与量の確認、治療の妥当性、副作用評価などを実践し、貢献

できるようになりたいです。現在は日病薬病院薬学認定薬剤師、リウマチ財団登録薬

剤師を目指して研修会に参加しています。 

 


